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〔目 的(Purpose)〕 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、大学生のライフスタイルは大きく変化し、デジタルメディア利用時

間の増加傾向および睡眠の問題の増加が報告されている。また、コロナ禍以前より、2時間以上のスクリーンタイ

ムと低い睡眠の質との関連が報告されている。 

しかし、コロナ禍の大学生において、デジタルメディア利用時間の変化と睡眠問題の新規発現について検討した

報告はない。本研究では、コロナ禍の大学生において、デジタルメディア利用時間の変化と睡眠問題の発現との関

連を明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

大阪大学に在籍し2019年と2020年の健康診断を両年度連続して受検した学生のうち、4,510人を対象とした。学

生は、大阪大学が運営する定期健康診断のサイトにアクセスし、睡眠問題、デジタルメディアの利用、ストレス、

生活習慣についてオンラインアンケートに回答した。2019年に睡眠問題があると回答した学生（243人）と留学生

（398人）を除外した。最終的な解析対象は、3,869人であった。学生は、睡眠問題について「眠れないですか？」

という質問に「はい」か「いいえ」を選択し、回答した。デジタルメディア利用については、「1日に何時間、SNS

やメール、ネットサーフィン、ゲームなどをしていますか？」という質問に、「30分以下」「30～60分」「1～2時

間」「2～3時間」「3時間以上」の5つの選択肢から回答した。デジタルメディア利用時間は2時間で多寡の群分け

を行った（2時間以上を長時間群、2時間以下を短時間群とした）。2020年の睡眠問題発現率と、2019年から2020年

のデジタルメディア利用時間の変化との関連についてロジスティック回帰モデルを用いて検討した。 

デジタルメディア利用時間が2019年と2020年の両方で短時間と回答した学生は、1,435人（37.1％）であった。

一方で、2019年は短時間群であったが、2020年では長時間群と回答した学生（短-長時間群）は、786人（20.3％）

であった。2019年、2020年ともにデジタルメディアの利用が長時間と回答した学生は1,287人（33.3％）であっ

た。2020年は全体で244人の学生（6.3％）に睡眠問題の発現がみられた。短-長時間群では、66人（8.4%）で睡眠

問題の発現がみられ、他の群と比較して高頻度であった。単回帰分析では、デジタルメディア利用時間の増加は睡

眠問題の発現と有意な関連を認めた(OR: 2.07 [95% CI: 1.44, 2.96], p<0.001)。年齢、性別、朝食や運動習慣で

調整した結果においても、この傾向は維持された(OR: 1.90 [95% CI: 1.32, 2.73], p= 0.001)。さらに、ストレ

スを加えたすべての要因で調整後も、デジタルメディアの利用時間の増加と睡眠問題の発現とは有意な関連を認め

た (OR: 1.76 [95% CI: 1.21, 2.55], p= 0.003)。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

コロナ禍の大学生におけるデジタルメディア利用時間の増加は睡眠問題の発現と関連していた。本研究は、デジ

タルメディアの長時間利用に対して警鐘を鳴らし、適切な範囲内でデジタルメディアを利用することの重要性を強

調した。特に、パンデミックのようにライフスタイルの急激な変化を生じる状況では、睡眠の質を維持するため

に、適切なデジタルメディア利用を保つことが必要である。 

 




